
わと健康 （２）第４７号へいわ（３） ２０１１年（平成２３年）５月１０日

医療法人 平和会 診療案内

 𠮷𠮷田病院田病院 〈一般外来〉受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：30

月 火 水 木 金 土

午
前
診
察

内科（予約外） ○ ○ ○ ○ ○ ○

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○ ○※１

整形外科（予約制） ○

外科･大腸肛門科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

泌尿器科（予約制） ○ ○ ○

婦人科 ○

健　診 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午
後
診
察

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○

婦人科 ○

整形外科（予約制） ○ ○ ○

夜診診察･検査（予約制） ○
※１ 土曜の内科（完全予約）は５週目はありません。

 あやめ池診療所あやめ池診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 （精神）
夜　　診 ○ ○（内科･精神科）

〠631－0033　奈良市あやめ池南６丁目１－７　☎0742（45）0460

 とみお診療所とみお診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 健康づくり外来 ○ ○

夜　　診 ○ ○

〠631－0061　奈良市三碓２丁目１－６　☎0742（45）7480
※診察はすべて予約制です。
※当日の予約枠、急患の方の診療枠もありますのでお気軽にお電話いただくか受付にてお申
し出ください。

 ならやま診療所ならやま診療所  受付時間 午前８：40～11：30 夜間17：10～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ △

夜　　診 ○ ○

　　〠631－0805　奈良市右京３丁目２－２　☎0742（71）1000
△土曜は第４週、田中医師の思春期外来(完全予約制）のみです。
※婦人科の診察、検診は月水金の午後か、金曜夜間で予約優先（当日予約可）となります。

△
印
＝
土
曜
に
つ
い
て
は
電
話
等
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 夕陽ケ丘診療所夕陽ケ丘診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：30～19：45

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠636－0801　生駒郡三郷町夕陽ケ丘１－40　☎0745（72）9490

 いこま駅前クリニックいこま駅前クリニック  受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：15

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ 予約検査 ○ ○（内科･精神科）

午　　後 心療内科
夜　　診 ○ ○

〠630－0256　生駒市本町７－10　☎0743（71）7222　※心療内科は予約制
※水曜午前の予約検査は胃カメラ、腹部エコー（予約制）です。

 きたまちクリニックきたまちクリニック  受付時間 午前９：00～12：00 午後14：00～16：00 夜間17：30～19：30

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠631－0817　西大寺北町４丁目４－１　☎0742（48）8255　　
※きたまちクリニックは完全予約制です　　　

〈眼科外来〉受付時間 午前８：40～11：45
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○（1･3週のみ）

午後（検査予約） コンタクト
（２･４週）

〈精神神経科外来〉受付時間 午前８：30～11：45

月 火 水 木 金 土
午前（予約制） ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後（予約制） ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１丁目７－１　☎0742（45）4601

 へいわ鍼灸院へいわ鍼灸院  施術時間　午前９：00～12：00　午後13：00～16：30
　　　　　　　　　　　　 夜間17：00～19：30 ※すべて完全予約制です

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × × ○

午後 ○ ○ ○ × ○ ○

夜間 × × × × ○ ×

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１－４－６　☎0742(49)9981

　2012年３月までの期間、ご協力を呼びかけ
ています。
　４月21日現在
　593件　　300,956,100円

建設協力債にご協力ください！

【事業内容】新精神科病棟の建設・病院内敷
地整備・障害者福祉サービス事業所「ハイツ
・リベルテ」の移転建築

【種　類】
　１． Ａ型（無利息）５年満期（一口１万円）
　２． Ｂ型（有利息）３年満期　年１％（一口

１万円：一世帯あたり500万円を上限）
　３．募金

𠮷田病院整備事業計画2011𠮷田病院整備事業計画2011
建設協力債の到達建設協力債の到達

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

話
に
必
ず
登
場
す
る
言

葉
に
「
ス
ト
レ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
カ

タ
カ
ナ
に
な
っ
た
段
階

で
本
来
の
意
味
「
心
が

圧
迫
を
受
け
て
変
形
し

た
状
態
」
か
ら
転
じ
て

「
心
を
圧
迫
す
る
も
の
」

と
い
う
意
味
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
来
こ
の
意
味
で

は
「
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」

と
い
う
べ
き
で
す
が
、

も
う
「
ス
ト
レ
ス
」
は

意
味
も
含
め
て
す
っ
か

り
日
本
語
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
先
月
の
東

日
本
大
震
災
で
注
目
さ

れ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」

の
お
話
で
す
。
こ
れ
は

カ
タ
カ
ナ
に
も
し
て
も

ら
え
ず
、
横
文
字
そ
の

ま
ま
直
輸
入
の
言
葉
で

す
。
直
訳
で
は
「
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
」
と

な
り
ま
す
が
、「
強
い
ス

ト
レ
ス
を
受
け
た
後
に

発
生
す
る
心
の
病
気
」

と
い
う
意
味
で
す
。
強

い
ス
ト
レ
ス
と
は
震
災

を
始
め
様
々
な
自
然
災

害
や
事
故
、
戦
争
や
犯

罪
被
害
な
ど
死
ぬ
程
の

怖
い
体
験
の
事
で
す
。

こ
れ
ら
強
い
ス
ト
レ
ス

を
受
け
た
後
に
、
直
後

に
出
現
す
る
急
性
ス
ト

レ
ス
反
応
、
後
か
ら
出

現
し
持
続
す
る
慢
性
ス

ト
レ
ス
反
応
が
あ
り
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
は
後

者
の
事
で
す
。
心
に
残

り
長
期
間
影
響
を
与
え

続
け
る
ス
ト
レ
ス
の
事

を
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
言

い
ま
す
。「
心
の
傷
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

急
性
ス
ト
レ
ス
反
応

は
短
時
間
一
過
性
の
反

応
で
、典
型
的
に
は「
目

眩（
め
ま
い
）」
か
ら
始

ま
り
ま
す
が
、
１
ヶ
月

以
上
も
持
続
す
る
場
合

は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。
こ
の
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
そ
も
そ
も

19
世
紀
か
ら
戦
争
に
関

連
す
る
砲
弾
シ
ョ
ッ
ク

と
か
戦
争
神
経
症
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
７
０
年
代
の

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
帰
還
兵

の
精
神
状
態
の
研
究
か

ら
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患

と
し
て
認
識
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
実
に

退
役
後
の
30
％
か
ら
半

数
が
経
験
し
て
い
た
の

で
す
。
ト
ラ
ウ
マ
が
心

の
中
に
い
つ
ま
で
も
残

り
、
夢
に
う
な
さ
れ
た

り
、
体
験
を
連
想
す
る

事
を
無
意
識
に
避
け
、

思
い
出
し
そ
う
に
な
る

と
強
い
不
安
発
作
を
生

じ
た
り
す
る
の
で
す
。

被
災
地
で
は
１
ヶ
月
を

過
ぎ
て
も
残
る
こ
の
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
今
か
ら
問
題

に
な
っ
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
ト
ラ
ウ
マ
の
有

害
性
は
大
人
だ
け
で
な

く
、
む
し
ろ
繊
細
な
子

供
に
こ
そ
よ
り
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
す
。
震

災
や
事
故
に
限
ら
ず
、

大
人
、
特
に
依
存
す
べ

き
両
親
か
ら
受
け
た
怖

い
体
験
は
ト
ラ
ウ
マ
と

な
り
そ
の
後
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
残
し
ま

す
。虐
待
症
候
群
で
す
。

建
設
予
定
地
で
の
「
赤
田
横

穴
墓
碑
」
説
明
会
で
は
、
東

北
大
震
災
義
援
金
７
８
、
０

０
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

その②

身
近
に
考
え
た
い

身
近
に
考
え
た
い

メ
ン
タ
ル

メ
ン
タ
ル

  

ヘ
ル
ス

ヘ
ル
ス

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

𠮷
田
病
院
院
長　

永
松　

孝
志

義
援
金
の
呼
び
か
け
に

大
き
な
反
響　
　
　
　

声
を
か
け
て
地
域
を
ま
わ
り
ま
す

が
、
医
師
に
な
っ
て
20
年

以
上
が
経
ち
子
育
て
も
一

段
落
し
た
今
、
𠮷
田
病
院

で
地
域
医
療
を
よ
り
深
く

勉
強
し
て
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
医
師
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

休
日
は
大
好
き
な
宝
塚

歌
劇
を
観
に
行
っ
た
り
、

富
雄
川
沿
い
を
ジ
ョ
ギ
ン

グ
し
て
い
ま
す
の
で
、
見

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ね
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
か
ら
𠮷
田
病

院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す

小
畠
あ
か
ね
で
す
。

　

９
年
前
か
ら
な
ら
や
ま

診
療
所
の
外
来
診
療
を
、

３
年
前
か
ら
往
診
を
し
て

い
ま
す
の
で
ご
存
知
の
方

も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
10
年
間
ほ
ど
は
急
性

期
病
棟
を
受
け
持
つ
こ
と

な
く
、
内
科
と
耳
鼻
咽
喉

科
の
外
来
診
療
を
中
心
に

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

ウキウキ！かんたん！クッキング

① 今月は『お弁当のおかずを教えて！』との
リクエストにお応えします。
②もちろん、家庭でのおかずにもなります。
③ ほうれん草の『かんたんアク抜き方法』も
伝授いたします！

第８回 ほうれん草＆玉子の炒め物

《材料》（２人前）
・ほうれん草（３ふさ）
・たまご（１つ）
・塩こしょう（少し）
・サラダ油（少し）
《道具》
・ほうちょう　・まないた
・おわん　　　・お皿
・さいばし　　・フライパン
・コンロ
《食器》
・お皿　・はし
《作り方》
【アク抜き】
・ほうれん草を洗います。
・ ほうれん草の根元を包丁で切りおとし
ます。
・ コップに水を入れ、ほうれん草をさし
ます（※アク抜き方法※参照）。

【玉子】
・ おわんに玉子を入れ、さいばしで軽く
といておきます。
【切る】
・ ほうれん草３ふさを、５cmのはばに
切ります（注：『葉』の方と『茎』の
方を、一緒にせずにわけておく）。

【焼く】
・フライパンをコンロの上におきます。
・火をつけ、中火にします。
・ サラダ油をフライパンに少し入れ、の

ばします。
・ 玉子を入れて、20秒さわらずそのまま
に！
　そして、半熟のままお皿に入れます。
・ ほうれん草の『茎』の部分を入れ、50
秒炒めます。
・ ほうれん草の『葉』の部分を入れ、50
秒炒めます。
・ 塩こしょうを、少し、ふりかけます
（からくならないよう注意！）。

・ 玉子をフライパンにもどし、10秒いた
めます。
・火をとめてお皿にもりつけます。
　☆できあがり☆
　※ これだけでも十分おいしいですがお
好みで、『味の素』や『クレージー
ソルト』をふりかけても良いです！

　　 『マヨネーズ』をかける人もいまし
た！

※ほうれん草のアク抜きの方法※
（ゆでない場合）⇒炒め物やサラダに！

①ほうれん草の根元を切り落とす
②コップに水を入れる
③ほうれん草の根を下にしてコップに入れる　
　（花瓶のようにネ！）
④ 10分そのまま置いて
おく

　これですっきりアク
が抜けます♪

小
畠　

あ
か
ね
医
師

１
月
か
ら
𠮷
田
病
院
で

勤
務
し
て
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

も
の
で
、
朝
、
強
い
光

（
日
光
）
を
浴
び
る
こ

と
で
、
14
〜
16
時
間
後

に
眠
気
を
作
り
出
す
メ

ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
は
じ

め
、
眠
気
を
も
よ
お
す

よ
う
に
で
き
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
回
避
に
は

笑
い
が
重
要
と
付
け
加

え
て
お
き
ま
す
。
楽
し

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

す
る
こ
と
も
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
、
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

次
回
は
「
認
知
症
の

病
気
に
関
わ
る
こ
と
」

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
β

カ
ロ
テ
ン
や
、
青
魚
に

含
ま
れ
て
い
る
Ｄ
Ｈ
Ａ

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
摂
取
す
る

と
い
う
良
い
食
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
家
族
や
友

人
・
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
様
々
な
社
会
活

動
を
通
じ
、
様
々
な
人

と
会
話
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
体
操
等
の
有

酸
素
運
動
も
認
知
症
予

防
の
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
や
り

す
ぎ
は
注
意
が
必
要
で

す
）。

　

良
い
睡
眠
に
つ
い
て

は
、
夜
更
か
し
し
て

も
、
い
つ
も
の
時
間
に

起
き
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
れ
は
、
人
の
体

と
い
う
の
は
不
思
議
な

と
環
境
的
面
か
ら
の
二

つ
あ
り
ま
す
。

　

医
学
的
面
に
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
高
血
圧
・
高
脂

血
症
・
肥
満
・
糖
尿

病
）
や
脳
梗
塞
や
脳
血

管
障
害
、
う
つ
病
な
ど

で
す
。
環
境
的
面
に

は
、
社
会
的
引
き
こ
も

り
、
悪
い
食
習
慣
、
運

動
不
足
、
睡
眠
不
足
、

ス
ト
レ
ス
等
で
す
。

　

認
知
症
予
防
と
し

て
、
み
な
さ
ん
は
こ
れ

と
逆
を
す
れ
ば
よ
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
野
菜
や
果
物

を
み
ん
な
で
護
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

気
持
ち
を
込
め
て
こ
れ

か
ら
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ず
支
え

る
側
の
み
な
さ
ん
が
、

認
知
症
に
な
ら
な
い
た

め
の
「
認
知
症
予
防
」

に
つ
い
て
の
こ
と
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
知
っ
て

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
危
険
因
子

に
は
、
医
学
的
面
か
ら

　

認
知
症
の
人
は
、
記

憶
の
障
害
や
判
断
力
の

低
下
か
ら
不
安
に
陥

り
、
そ
の
結
果
周
り
の

人
と
の
関
係
が
上
手
く

と
れ
な
く
な
り
、
困
っ

た
行
動
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

周
囲
の
人
の
理
解
と
気

遣
い
が
あ
れ
ば
、
穏
や

か
に
暮
し
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
誰

も
が
認
知
症
の
正
し
い

知
識
を
も
ち
、
認
知
症

の
人
を
支
え
る
手
だ
て

を
知
っ
て
い
れ
ば
、

「
尊
厳
の
あ
る
暮
ら
し
」

新連載

つ
な
が
る
認
知
症
ケ
ア―
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認
知
症
は
予
防
で
き
る

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

北
田　

最
映

被災者に寄りそい
できることから　

　

３
月
11
日
、
東
日
本
太

平
洋
岸
を
襲
っ
た
大
震
災

と
津
波
は
、
死
者
・
行
方

不
明
者
が
２
万
８
千
人
を

こ
え
、
１
ヶ
月
を
経
て
な

お
、
被
害
の
全
容
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
和
会
で
は
直
後
の
３

月
12
日
、
震
災
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
全
日
本
民

医
連
の
医
療
支
援
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
４
月

中
旬
現
在
、
３
回
に
わ
た

る
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
宮

城
に
派
遣
、
全
国
の
民
医

連
の
仲
間
と
と
も
に
現
地

の
医
療
を
支
え
、
地
域
を

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
和
会
の
外
来
窓

口
や
街
頭
宣
伝
で
義
援
金

を
呼
び
か
け
、
２
、
１
８

５
、
２
９
９
円
（
４
／
22

現
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
支
援
物
資

も
、
医
薬
品
、
衛
生
材
料

を
は
じ
め
、
現
地
に
届
け

ま
し
た
。

　

現
地
に
出
か
け
た
支
援

チ
ー
ム
に
は
、
内
科
・
齋

藤
昌
宏
医
師
、
精
神
科
・

中
谷
琢
医
師
が
参
加
。
支

援
が
届
か
な
い
被
災
者
の

東
北
の
被
災
地
へ
出
発

深
刻
さ
、
被
災
者
の

心
の
痛
み
に
向
き
あ

う
課
題
、
地
域
の
中

で
孤
立
す
る
高
齢
者

な
ど
、今
後
、被
害
の

深
刻
さ
は
む
し
ろ
広

が
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

平
和
会
の
対
策

本
部
で
は
、
今
後

も
、
全
国
の
仲
間

と
力
を
あ
わ
せ
て

支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。
支
援
募
金

な
ど
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
医
療
支
援
に
参
加

𠮷
田
病
院
整
備
事
業
計
画
２
０
１
１
年

　

第
１
期
工
事
で
あ
る
リ

ベ
ル
テ
建
設
は
、
５
月
末

ご
ろ
竣
工
の
予
定
で
す
。

ま
た
、病
院
敷
地
整
備
は
、

前
半
部
分
（
お
お
む
ね
坂

の
下
部
分
）
が
４
月
に
終

了
し
、
来
年
の
新
病
棟
完

成
後
の
６
月
に
は
、
敷
地

も
含
め
た
す
べ
て
の
計
画

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
11
日
に
地
鎮
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

𠮷
田
病
院
整
備
事
業
計

画
２
０
１
１
は
、
第
２
期

工
事
と
し
て
𠮷
田
病
院
精

神
科
病
棟
の
建
設
が
始
ま

り
ま
す
。
４
月
11
日
に
は

地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
工
期
は
来
年
３
月

竣
工
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
２
期
工
事
が

第
２
期
工
事
が

　

始
ま
り
ま
し
た

　

始
ま
り
ま
し
た

全国から医療支援チームが集結（宮城・坂総合病院）

おいしくて、いろどりもキレイ☆

顔顔
笑笑


